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緒
言

　

鎌
倉
時
代
成
立
の
『
念
仏
往
生
修
行
門
』
一
巻
（
以
下
、『
修
行
門
』
と
略
す
）
は
、
浄
土
宗

を
立
て
た
法
然
房
源
空
の
遺
弟
に
し
て
鎮
西
流
祖
の
聖
光
房
弁
阿
（
弁
長
、
応
保
二
年
﹇
1

 

1

 
6
 

 
2
﹈
〜
嘉
禎
四
年
﹇
1
2
3
8
﹈）
が
撰
述
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。
舜
昌
『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』

巻
第
四
十
六
（
正
和
二
年
﹇
1
3
1
3
﹈
〜
正
中
元
年
﹇
2 
4
﹈
成
立
）
に
佚
文
が
あ
る
の
み
で
亡

佚
し
た
と
久
し
く
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
恋
田
知
子
が
陽
明
文
庫
か
ら
元
和
七
年
（
1

 

6

 
2
 

 
1
）
書
写
本
を
発
見
し
平
成
廿
三
年
（
2
0
1
1
）
に
翻
刻
紹
介
し
た１
。

　

郡
島
昭
示
は
二
年
後
の
廿
五
年
、
恋
田
の
翻
刻
に
よ
っ
て
『
修
行
門
』
に
論
及
し２
、
三
年

後
の
廿
八
年
、
浄
土
宗
大
辞
典
編
纂
実
行
委
員
会
編
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』（
浄
土
宗
）
の

項
目
「
念
仏
往
生
修
行
門
」
を
担
当
し
た
。
ま
た
善
裕
昭
は
二
年
後
の
卅
年
、『
修
行
門
』

に
つ
い
て
「
弁
長
作
と
み
て
問
題
は
な
い
」、「
長
年
、
流
伝
を
絶
っ
て
い
た
著
書
が
発
見
さ

れ
た
の
は
幸
い
で
あ
る
」、「
今
後
の
研
究
に
期
待
し
た
い３
」
と
評
し
た
。

　

し
か
し
、『
修
行
門
』
は
恋
田
に
よ
る
翻
刻
紹
介
後
も
研
究
で
殆
ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、

そ
れ
に
は
少
な
く
と
も
三
つ
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
同
書
は
凡
そ
十
二

丁
余
り
で
さ
ほ
ど
長
く
な
い
も
の
の
、
全
体
の
九
割
以
上
が
平
仮
名
で
草
書
さ
れ
た
和
文
で

あ
り
、
読
解
す
る
こ
と
が
難
し
く
煩
わ
し
い
。
第
二
に
、
陽
明
文
庫
本
は
訪
問
閲
覧
も
複
写

請
求
も
容
易
と
言
い
難
く
、
恋
田
の
翻
刻
は
容
易
に
利
用
で
き
て
完
璧
に
近
い
も
の
の
僅
か

に
誤
刻
も
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
陽
明
文
庫
本
に
は
誤
写
が
あ
り
、
恋
田
の
翻
刻
で
も
校

註
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
陽
明
文
庫
本
を
科
段
し
、
仮
名
の
多
く
を

漢
字
に
改
め
、
誤
写
ら
し
き
箇
所
な
ど
を
註
記
す
る
。
現
代
語
訳
せ
ず
に
翻
字
す
る
の
は
、

そ
れ
だ
け
で
読
者
は
文
意
を
概
ね
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
稿
者
の
短
慮
浅
識
で

は
解
し
得
な
か
っ
た
箇
所
が
少
な
く
な
く
、
ま
た
誤
読
曲
解
し
た
箇
所
も
あ
ろ
う
が
、
已
む

に
勝
る
も
の
と
信
じ
て
本
稿
を
試
作
し
た
。

（
1
）　

恋
田
知
子
「
陽
明
文
庫
蔵
「
道
書
類
」
の
紹
介
（
十
）
│
│
弁
長
作
『
念
仏
往
生
修
行
門
』
翻
刻
・

略
解
題
│
│
」、『
三
田
国
文
』
五
四
、
2
0
1
1
。

（
2
）　

郡
島
昭
示
「
聖
光
の
当
時
の
仏
教
に
対
す
る
主
張
│
│
『
浄
土
宗
名
目
問
答
』『
念
仏
三
心
要
集
』

『
念
仏
往
生
修
行
門
』
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」、『
仏
教
論
叢
』
五
七
、
2
0
1
3
。
な
お
、
郡
島
は
「
聖

光
在
世
時
に
お
け
る
九
州
北
部
の
仏
教
思
想
に
つ
い
て
│
│
歴
史
史
料
を
中
心
に
│
│
」（『
仏
教
論

叢
』
五
八
、
2
0
1
4
）
や
「
聖
光
の
著
作
活
動
の
目
的
に
つ
い
て
」（
藤
本
浄
彦
先
生
古
稀
記
念

論
文
集
刊
行
会
編
『
法
然
仏
教
の
諸
相
』、
法
蔵
館
、
2
0
1
4
）
で
も
『
修
行
門
』
に
論
及
し
て

い
る
。

（
3
）　

善
裕
昭
「『
法
然
上
人
行
状
絵
図
』
に
引
用
さ
れ
た
『
念
仏
往
生
修
行
門
』
に
つ
い
て
」、『
浄
土

宗
学
研
究
』
四
五
、
2
0
1
8
、
一
一
二
、
一
一
四
頁
。

凡
例

一 

、
正
文
は
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
蔵
元
和
七
年
書
写
本
（
統
一
書
名
「
道
書
類
」、
函
号
「
近

ト
七
二
ヘ
」）
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
紙
焼
き
を
底
本
と
し
た
。
同
本
の
恋
田
知
子
翻
刻
は

「
恋
版
」
と
称
し
、
僅
か
に
あ
る
誤
刻
ら
し
き
箇
所
な
ど
を
註
記
し
た
。
舜
昌
『
法
然
上

人
行
状
絵
図
』
は
「
昌
伝
」
と
称
し
、
浄
土
宗
出
版
編
『
国
宝
法
然
上
人
行
状
絵
図
』（﹇『
法

然
上
人
絵
伝
集
成
』
四
﹈、
総
本
山
知
恩
院
・
浄
土
宗
、
2
0
1
4
）
を
用
い
た
。

一 

、
底
本
の
本
文
に
改
行
は
な
く
、
科
段
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。
第
八
丁
表
第
一
行
乃
至

同
丁
裏
第
十
一
行
は
重
写
（
稿
末
「
箚
記
三
箇
条
」
参
照
）
で
あ
り
、
前
後
と
区
別
す
る
た

め
私
に
二
格
低
書
し
た
。

聖
光
房
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阿
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─
─
付
箚
記
三
箇
条
─
─
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新
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介
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一 
、
仮
名
の
多
く
は
漢
字
に
改
め
た
り
、
濁
点
を
加
え
た
り
し
た
。
ま
た
、
私
に
句
読
点
を

施
し
た
。
草
書
の
判
読
に
は
、
児
玉
幸
多
編
『
く
ず
し
字
用
例
辞
典
』
普
及
版
（
東
京
堂

出
版
、
1
9
9
3
）
と
笠
間
影
印
叢
刊
刊
行
会
編
『
字
典
か
な
│
│
出
典
明
記
│
│
』
改
訂
版

（
笠
間
書
院
、
1
9
7
2
）
を
参
照
し
た
。

一 

、
一
部
の
漢
字
（「
事
」「
又
」「
也
」
な
ど
）
は
仮
名
に
改
め
、
一
部
の
漢
字
は
適
宜
同
音
の

別
字
に
改
め
た
（「
物
」「
せ
ん
道
」
を
「
者
」「
善
導
」
と
す
る
な
ど
）。
漢
字
の
畳
字
は
「
々
」

に
改
め
た
。

一 

、
ル
ビ
は
原
則
と
し
て
、
滞
ら
ず
に
読
む
こ
と
の
難
し
い
漢
字
（「
纜
」
な
ど
）
と
複
数
の

訓
み
が
有
り
得
る
漢
字
（「
文
」
な
ど
）
に
の
み
振
っ
た
。
そ
の
振
っ
た
ル
ビ
は
す
べ
て
底

本
の
表
記
の
ま
ま
で
あ
り
、
必
ず
し
も
通
常
標
準
の
も
の
で
な
い
。

一 

、
適
宜
送
り
仮
名
な
ど
を
補
っ
た
（「
我
身
」「
申
侍
な
り
」
を
「
我
が
身
」「
申
し
侍
る
な
り
」
と

す
る
な
ど
）。

一 

、
底
本
の
誤
写
ら
し
き
箇
所
は
原
則
と
し
て
改
め
ず
、
右
傍
に
波
線
を
施
し
て
註
記
し

た
。
文
意
不
明
の
箇
所
に
も
波
線
を
施
し
て
註
記
し
た
。

一
、
書
名
は
二
重
鉤
括
弧
で
、
引
用
文
な
ど
は
一
重
鉤
括
弧
で
そ
れ
ぞ
れ
括
っ
た
。

翻
字
科
註

『
念
仏
往
生
修
行
門
』
作
者
弁
阿

　

そ
れ
念
仏
申
し
て
浄
土
に
往
生
せ
ん
と
志
あ
ら
ん
人
は
、
こ
の
次
第
を
よ
く
〳
〵
心
得
て

念
仏
を
申
す
べ
き
な
り
。
し
や
う
と１
を
出
づ
る
こ
と
は
極
め
た
る
大
事
な
り
。
往
生
極
楽
に

よ
り
て
ぞ
、
こ
の
世
の
人
の
た
め
に
易
き
こ
と
も
侍
る
べ
き
。
往
生
極
楽
は
、
念
仏
に
よ
つ

て
ぞ
、
今
の
ま
ん
せ２
の
罪
深
き
輩

と
も
が
らの

身
に
堪
え
た
る
行
な
る
。

（
1
）　
「
し
や
う
と
」、
底
本
「
し
や
う
と
（
字
母
「
止
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
と
」
は
し
字
（
字

母
「
之
」）
の
誤
に
し
て
生
死
な
り
。

（
2
）　
「
ま
ん
せ
」、
底
本
「
ま
ん
（
字
母
「
无
」）
せ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ん
」
は
つ
字
（
字
母
「
川
」）

の
誤
に
し
て
末
世
な
り
。

　

そ
の
故
は
、
釈
迦
如
来
出
で
難
く
し
て
出
で１
さ
せ
給
ふ
て
御み

法の
り

を
説
き
給
ふ
に
、
こ
の
娑

婆
世
界
の
無
戒
無
慚
の
浮
か
み
難
き
を
、
せ
め
て
も
浮
か
べ
ん２
た
め
に
説
き
給
へ
る
御み

法の
り

の

中
に
、
浄
土
門
の
教
法３
不
可
思
議
な
る
と
い
へ
る
浄
土
の
三
部
経
の
中
に
、「
念
仏
申
し
て

往
生
す
べ
し
」
と
い
へ
る
こ
と
を
明
か
し
給
へ
り
。
こ
の
御み

法の
り

を
憑
み
て
、
浄
土
門
に
入
り

て
念 

（
一
オ
）

仏
を
深
く
信
ず
べ
き
な
り
。
仏
と
申
し
奉
る
も
憐
れ
み
深
く
お
は
し
ま
す
。
慈
悲
の
主
の
教

へ
を
き
給
へ
る
念
仏
の
法
門
な
り
。

（
1
）　
「
出
で
」、
底
本
「
出
」
に
作
り
、
恋
版
「
□
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
浮
か
べ
ん
」、
底
本
「
う
（
字
母
「
宇
」）
か
へ
ん
」
に
作
り
、
恋
版
「
そ
か
へ
ん
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
教
法
」、
底
本
「
け
（
字
母
「
遣
」）
う
ほ
う
」
に
作
り
、
恋
版
「
き
う
ほ
う
」
に
作
る
。

　

し
か
る
を
、
大
唐
漢
土
に
せ
ん
と１
和
尚
と
申
し
奉
り
し
大
師
、
末
世
の
な
り
降
れ
る
時
、

罪
は
早
増
し
に
積
り
世
中
は
た
ゞ
降
り
に
降
り
て
、
善
に
は
日
々
に
退
き
悪
に
は
夜
々
に
進

み
て
、
十
悪
五
逆
を
造
り
て
無
間
地
獄
に
沈
み
、
三
悪
道
の
巣す

守も
り

主あ
る
じに

な
ら
ん
と
す
る
衆
生

を
憐
れ
み
て
、
末
法
の
初
め
に
世
に
出
で
さ
せ
給
い
て
、
何
事
を
勤
行
す
と
も
、
た
ゞ
我
が

教
へ
を
深
く
信
じ
て
念
仏
の
一
行
ば
か
り２
を
勤
め
と
し
て
、
毎
日
の
所
作
に
は
あ
る
い
は
一

万
、
二
万
、
三
万
、
四
万
、
五
万
、
六
万
、
七
万
、
八
万
、
九
万
、
十
万
遍
な
ど
申
し
て
、

朝
夕
思
ひ
を
極
楽
に
懸
け
心
を
報
地３
に
澄
ま
し
て
、
憑
み
を
弥
陀
に
浅
か
ら
ず
、
念
仏

 

（
一
ウ
）

を
始
め
て
後
よ
り
命
終
は
る
ま
で
、
怠
る
こ
と
な
く
よ
く
〳
〵
勤
む
人
は
、
必
ず
往
生
疑
い

な
き
人
な
り
。
深
く
善
導
を
憑
み
奉
り
、
そ
の
教
へ
を
信
ず
べ
き
な
り
。

（
1
）　
「
せ
ん
と
」、
底
本
「
せ
ん
と
（
字
母
「
止
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
と
」
は
誤
に
し
て
善
導

を
謂
ふ
な
り
。

（
2
）　
「
ば
か
り
」、
底
本
「
は
（
字
母
「
者
」）
か
り
（
字
母
「
利
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
え
か
う
」
に

作
る
。

（
3
）　
「
報
地
」、
底
本
「
ほ
（
字
母
「
本
」）
う
（
字
母
「
宇
」）
ち
」
に
作
り
、
恋
版
「
か
た
ち
」
に
作

る
。

　

如い
か何ゞ

信
ず
る
と
な
ら
ば
、
我
が
朝
秋
津
洲
比
叡
山
宝
幢
院
黒
谷
法
然
上
人
の
御
教
へ
に
曰

く１
、「
源
空
ら
う
せ
う２
な
り
し
時
、
美
作
国
菩
提
寺３
得
業
御
房
に
従
い
奉
り
て
、
そ
の
後
黒

谷
上
人
を
師
と
憑
み
奉
り
て
、
種
々
の
法
門
を
習
ひ
て
、
此此

度た
び

生
死
出
で
ざ
ら
む
こ
と
を
歎
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き
申
せ
し
か
ど
も
、
我
が
身
に
堪
へ
て
勤
む
べ
き
行
な
か
り
し
か
ば
、
歎
き
悲
し
み
て
「
こ

の
身
を
如い

か何ゞ
せ
ん
」
と
思
ひ
埋う

づ

も
れ
て
、「
年と

し

比ご
ろ

の
師
匠
は
生
死
出
づ
べ
き
こ
と
ど
も
教
へ

給
は
ず
。
し
か
れ
ば
、
世
の
中
に
生
死
出
づ
る
こ
と
を
お
し
た
る４
人
や
あ
る
」
と
て
、
藁わ

ら

沓ぐ
つ

縛
り
履
き
て
ふ
り
お
ひ５
肩 

（
二
オ
）

に
懸
け
、
東
西
に
奔
り
巡
り
、
南
京
北
京
に
「
智
慧
極
め
給
へ
り
」
と
聞
こ
え
し
人
々
に
、

「
如
何
に
し
て
こ
の
度
し
や
う
と６
を
離
る
べ
き
」
と
尋
ね
奉
り
し
か
ど
も
、「
こ
れ
こ
そ
生
死

離
る
べ
き
行
よ
」
と
げ
に
〳
〵
し
く
教
ゆ
る７
人
な
か
り
し
か
ば
、「
如
何
に
せ
ん
」
と
悲
し

み
て
、「
身
を
徒

い
た
づ
らに
な
し
、
こ
の
世
を
空
し
く
過
ぐ
し
て
は
憂
へ
あ
る
べ
き
こ
と
か
な
」
と

悲
し
み
の
涙
を
垂
れ
て
、「
過
去
遠
々
の
そ
の
上か

み

よ
り
か
く
の
如
く
空
し
く
過
ぐ
し
て
け
り
。

ま
た
こ
の
世
を
空
し
く
送
り
な
ば
、
大
ち
ひ
む
し
ゆ
こ
ふ８
も
遥
か
な
る
べ
き
こ
と
か
な
」
と

悲
し
み
て
、
三
世
に
煩
い
一
身
に
苦
し
ま
ん
こ
と
を
思
ひ
巡
ら
す
に
涙
も
止と

ゞ

ま
ら
ず
覚
え

て
、「
さ
り
と
て
已
む
べ
き
こ
と
な
ら
ず
」
と
て
、
黒
谷
の
報
恩
蔵
と
申
す
一
切
経
蔵
に９
入

り
籠
り
て
一
切
経
を
披
き
て
、「
我
が
身
に
行
い
て
こ
の
度
生
死
を
出
づ
べ
き
法
や
ま
し
ま

す
」
と 

（
二
ウ
）

見
侍
り
し
ほ
ど
に
、
唐も

ろ
こ
し土

に
善
導
和
尚
と
申
し
奉
る
れ
ば
、
長
安
城
洛
陽
の
都
、
か
う
そ
ん

わ
う
て
いＡ
よ
り
始
め
奉
り
て
、
草
木
の
風
に
靡
く
が
如
く
念
仏
を
勧
め
奉
り
て
、
浄
土
の
法

門
を
造
り
お
き
給
へ
る
御
書
の
あ
り
け
る
を
見
出
し
て
、「
我
ら
は
こ
れ
十
悪
五
逆
の
悪
人

な
り
。
か
ゝ
る
悪
業
深
重
の
者
の
た
め
に
善
導
和
尚
の
御
教
へ
に
「
念
仏
申
し
て
往
生
す
べ

し
」
と
あ
る
こ
と
こ
そＢ
、
濁
世
の
我
ら
が
身
に
堪
へ
た
る
勤
め
に
て
あ
る
べ
か
り
け
れ
」
と

見
定
め
及
び
て
侍
り
」
と
宣の

た
まへ
り
。

（
1
）　
「
曰
く
」、
底
本
「
い
（
字
母
「
以
」）
わ
く
」
に
作
り
、
恋
版
「
心
わ
く
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
ら
う
せ
う
」、
底
本
「
ら
（
字
母
「
良
」）
う
せ
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ら
」
は
え
字
（
字

母
「
衣
」）
の
誤
に
し
て
幼
少
な
り
。

（
3
）　
「
寺
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
た
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
お
し
た
る
」、
底
本
「
お
し
た
（
字
母
「
多
」）
る
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
た
」
は
ふ
字
（
字

母
「
布
」）
の
誤
に
し
て
教
ふ
る
な
り
。

（
5
）　
「
ふ
り
お
ひ
」、
底
本
「
ふ
り
（
字
母
「
利
」）
お
ひ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
り
」
は
み
字
（
字

母
「
美
」）
の
誤
に
し
て
文
笈
か
。
然
れ
ど
も
易
林
版
『
節
用
集
』
巻
下
云
く
、「
文
笈
」
は
訓
じ
て

フ
バ
コ
と
為
す
と
。
考
ふ
べ
し
。

（
6
）　
「
し
や
う
と
」、
底
本
「
し
や
う
と
（
字
母
「
登
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
と
」
は
し
字
（
字

母
「
志
」）
の
誤
に
し
て
生
死
な
り
。

（
7
）　
「
お
し
ゆ
る
」、
底
本
「
お
し
（
字
母
「
之
」）
ゆ
（
字
母
「
由
」）
る
」
に
作
り
、
恋
版
「
お
も
ゆ

る
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
古
語
は
教
ふ
る
に
し
て
教
ゆ
る
は
後
の
訛
語
か
。
考
ふ
べ
し
。

（
8
）　
「
大
ち
ひ
む
し
ゆ
こ
ふ
」、
底
本
「
大
ち
ひ
む
（
字
母
「
武
」）
し
ゆ
（
字
母
「
遊
」）
こ
ふ
」
に
作

る
。
案
ず
る
に
、
誤
あ
り
て
大
地
微
塵
劫
を
謂
ふ
か
。

（
9
）　
「
一
切
経
蔵
に
」、
底
本
「
一
さ
（
字
母
「
左
」）
い
き
や
う
さ
う
に
（
字
母
「
耳
」）」
に
作
り
、

恋
版
「
へ
き
い
き
や
う
さ
う
も
」
に
作
る
。

（
10
）　
「
か
う
そ
ん
わ
う
て
い
」、
底
本
「
か
う
そ
ん
（
字
母
「
无
」）
わ
（
字
母
「
王
」）
う
て
い
」
に
作

り
、
恋
版
「
か
う
そ
く
ま
う
て
い
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ん
」
は
く
字
（
字
母
「
久
」）
の
誤
に

し
て
高
宗
皇
帝
な
り
。

（
11
）　
「
そ
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
楚
」）、
恋
版
「
せ
」
に
作
る
。

　

し
か
れ
ば
、「
こ
れ
を
こ
の
世
の
人
は
深
く
信
じ
て
、
必
ず
一
向
専
修
本
願
往
生
の
念
仏

を
申
す
べ
し
。
疑
い
な
き
こ
と
な
り
」
と
弘
め
さ
せ
給
ふ
由
を１
聞
き
及
び
て２
、
こ
の
小
僧
弁

阿
は
そ
の
上か

み

、
天
台
の
教
へ
を
習
ひ
論
義
門
に 

（
三
オ
）

片
取
り
て
仏
法
を
営
み
明
か
し
暮
ら
し
侍
り
し
ほ
ど
に
、
親
し
き
同
法
の
と
き
う３
と
か
や
申

す
病
を
六
日
よ
り
十
一
日
ま
で４
患
ひ
て
、
申さ

る

の
時
ば
か
り
に
絶
え
入
り５
し
て
、
火
燈と

も

す
ま
で

息
も
出
す
ざ
り
し６
を
見
侍
り
し
に
、
涙
も
止と

ゞ

ま
ら
ざ
り
し
か
ば
、
年と

し

比比

習
ひ
た
り
し
論
義
の

文も
ん

ど
も
取
り
置
き
て
、「
偏
に
極
楽
を
志
し
て
種
々
の
勤
め
し
て
、
一
期
の
終
わ
り
に
必
ず

浄
土
へ
渡
ら
ん
」
と
志
深
く
侍
り
し
間
、
山
上
に
て
学
問
せ
し
そ
の
上か

み

、
後
の
世
を
営
み
給

ふ
上
人
の
御
中
に
、
比
叡
山
宝
幢
院
黒
谷
の
上
人
法
然
の
御
房
と
申
す
人
こ
そ
、
智
慧
朗
ら

か
に
し
て
後
世
の
道
を
ば
数７
数あ

ま
た多

人
に
も
問
い
聞
ゝ
、
自み

づ
から

も
一
切
経
蔵
に
入
り
籠
り
て
一

切
経
を
見
極
め
給
ふ
こ
と
数あ

ま
た多
度
あ
る
な
れ
。

（
1
）　
「
由
を
」、
底
本
「
よ
し
を
」
に
作
り
、
恋
版
「
よ
し
か
を
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
聞
き
及
び
て
」、
底
本
虫
損
あ
り
て
読
み
難
く
、「
き
ゝ
お
よ
（
字
母
「
与
」）
ひ
て
」
に
作
る
か
。

恋
版
「
き
も
お
も
ひ
て
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
と
き
う
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
止
」「
起
」「
宇
」）」、「
と
」
の
右
傍
に
「
そ
（
字
母
「
曽
」）」

を
小
書
す
。
案
ず
る
に
、
病
名
な
り
。
未
だ
考
へ
ず
。

（
4
）　
「
六
日
よ
り
十
一
日
ま
で
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
。
虫
損
あ
り
て
読
み
難
し
。
恋
版
「
□
る
よ
り

□
る
ま
て
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ざ
る
が
如
し
。
考
ふ
べ
し
。

（
5
）　
「
絶
え
入
り
」、
底
本
「
た
（
字
母
「
多
」）
え
（
字
母
「
衣
」）
い
り
」
に
作
り
、
恋
版
「
え
い
り
」

に
作
る
。

（
6
）　
「
出
す
ざ
り
し
」、
底
本
「
出
す
（
字
母
「
春
」）
さ
り
し
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
当
に
出
さ
ゞ

り
し
に
作
る
べ
し
。
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（
7
）　
「
数
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
教
」
に
作
る
。

　

そ
の
経
の
中
に
と
り
て
、
浄
土
の
三
部
経
の
中
に
『
阿
弥
陀
経
』
を
我１
が
経
と
し
、
論

 

（
三
ウ
）

の
中
に
天
親
菩
薩
の
造
り
給
へ
る
『
浄
土
論
』
を
我
が
論
と
し
、
大
唐
の
大
師
の
中２
に
は
善

導
和
尚
を
我
が
師
と
し
奉
り
て
、
恭
敬
渇
仰
し
て
浄
土
の
勤
め
も
一
筋
に
、
一
向
専
修
の
阿

弥
陀
仏
こ
そ
目
出
度
き
有
り
難
き
往
生
極
楽
の
行
と
は
な
り
侍
る
な
れ
と
て
、「
縁３
を
結
び

奉
ら
ん
」
と
思
ひ
し
間
、
京
師
ゑ
参
ら
せ
侍
る
べ
き
を
こ
ろ
に４
、
そ
の
聞
こ
え
広
く
な
り
給

へ
る
に
う
た
う５
上
人
南
無
阿
弥
陀
仏
と
申
し
て
忝

か
た
じ
け
なく

聞
ゝ
給
ひ
し
聖ひ

じ
り

、
法
然
上
人
を
請
じ

奉
り
て
大
仏
殿
の
半は

ん

作さ
く

軒
下６
を
堂
舎
と
設し

つ
らい

て
、
十
六
想
観
の
堂７
の
前
、
浄
土
の
三
部
経
善

導
和
尚
の
御
影
あ
は
せ
て
三
箇
朝８
の
説
法９
を
念
仏
を
も
つ
て
釈
し
給Ａ
い
し
に
、
奈
良
の
都
興

福
寺Ｂ
、
東
大
寺
の
智
者
ど
も
頭

か
し
ら

打
ちＣ
包
み 

（
四
オ
）

て
大
衆
に
立
ち
け
るＤ
が
、
各
々
聴
聞
し
て
涙
を
流
し
哀
れ
み
貴
み
奉
り
て
、
あ
る
ひ
は
随
喜

の
極
ま
り
な
く
、「
こ
の
導
師
は
我
が
朝
日
本
国
の
人
と
は
覚
え
ず
、
高
麗Ｅ
新し

ん

羅ら

大
唐
の
聖

し
や
う

人に
ん

か
、
あ
る
ひ
は
大
権
の
菩
薩
の
化
身
か
」
と
怪
し
み
貴
み
訇の

ゝ
しる

ほ
ど
こ
そ
あ
れ
。

（
1
）　
「
を
我
」、
底
本
「
を
（
字
母
「
遠
」）
わ
（
字
母
「
和
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
と
申
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
中
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
事
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
縁
」、
底
本
「
ゑ
（
字
母
「
恵
」）
ん
」
に
作
り
、
恋
版
「
ゐ
ん
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
を
こ
ろ
に
」、
底
本
「
を
（
字
母
「
遠
」）
こ
ろ
（
字
母
「
呂
」）
に
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
を
」

は
と
字
（
字
母
「
止
」）
の
誤
に
し
て
と
こ
ろ
に
か
、「
ろ
」
は
と
字
（
字
母
「
止
」）
の
誤
に
し
て

を
殊
に
か
。
考
ふ
べ
し
。
恋
版
「
を
こ
と
に
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
に
う
た
う
」、
底
本
「
に
う
（
字
母
「
宇
」）
た
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
う
」
は
つ
字
（
字

母
「
川
」）
の
誤
に
し
て
入
唐
な
り
。

（
6
）　
「
軒
下
」、
底
本
「
の
（
字
母
「
乃
」）
き
（
字
母
「
木
」）
下
」
に
作
り
、
恋
版
「
の
木
下
」
に
作

る
。

（
7
）　
「
十
六
想
観
の
堂
」、
底
本
「
十
六
さ
（
字
母
「
佐
」）
う
（
字
母
「
宇
」）
く
（
字
母
「
久
」）
わ
（
字

母
「
王
」）
ん
（
字
母
「
无
」）
の
（
字
母
「
能
」）
た
（
字
母
「
多
」）
う
（
字
母
「
宇
」）」
に
作
る
。

案
ず
る
に
、
十
六
観
堂
を
謂
ふ
か
。
未
だ
考
へ
ず
。

（
8
）　
「
三
箇
朝
」、
底
本
「
三
か
て
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
未
だ
安
ん
ぜ
ず
。

（
9
）　
「
説
法
」、
底
本
「
せ
つ
（
字
母
「
川
」）
ほ
う
」
に
作
り
、
恋
版
「
せ
ん
ほ
う
」
に
作
る
。

（
10
）　
「
給
」、
底
本
「
た
（
字
母
「
多
」）
ま
（
字
母
「
末
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
を
か
」
に
作
る
。

（
11
）　
「
興
福
寺
」、
底
本
「
こ
う
（
字
母
「
宇
」）
ふ
（
字
母
「
不
」）
く
し
」
に
作
り
、
恋
版
「
こ
く
ら

く
し
」
に
作
る
。

（
12
）　
「
打
ち
」、
底
本
「
う
（
字
母
「
宇
」）
ち
（
字
母
「
知
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
そ
い
」
に
作
る
。

（
13
）　
「
大
衆
に
立
ち
け
る
」、
底
本
虫
損
あ
り
て
読
み
難
く
、「
大
し
ゆ
に
た
ち
け
（
字
母
「
遣
」）
る
」

に
作
る
か
。
恋
版
「
大
し
ゆ
に
た
ち
な
る
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
大
衆
に
立
ち
交
じ
り
け
る
の
意

か
。

（
14
）　
「
高
麗
」、
底
本
「
か
（
字
母
「
可
」）
う
ら
い
」
に
作
り
、
恋
版
「
さ
う
ら
い
」
に
作
る
。

　

奈
良
の
京
お
し
な
べ
て
平た

い
らの
京
ざ
ま
に
智
慧
あ
る
人
の
物
を
聞
く
を
よ
く
る
ち
や
う１
、
僧

俗
を
言
わ
ず
由
々
し
く
貴
み
奉
り
し
ほ
ど
に
、
北
山
の
か
た
大
原
と
申
す
所
は
、
都
と
い
ひ

実ま
こ
とに

後
世
を
思
ふ
人
々
籠
居
し
給
へ
る
と
こ
ろ
な
り
。
か
の
所
に
天
台
座
主
中
納
言
法
印
顕

真
の
御
房
と
て
「
仏
か
」
と
申
す
人
の
お
は
せ
し
が
、
東
大
寺
の
上
人
を
喚
び
奉
り
て
使
い

と
し
て
法
然
上
人
を
請
じ
奉
り
て
、
念
仏
法
門
を
よ
く
〳
〵
談
じ
て
「
貴
く
目
出
度
く
侍
る

こ
と
な
り
」
と
て
、 

（
四
ウ
）

「
今
よ
り
已
後
、
一
向
に
念
仏
に
帰
し
奉
ら
ん
」
と
て
、
親
し
き
宗
の
行
を
捨
て
ゝ
、
た
ゞ

一
筋
に
念
仏
を
申
さ
せ
給
い
き
。「
こ
れ
よ
り
後
は
、
ゆ
め
〳
〵
疑
ふ
人
あ
る
べ
か
ら
ず
。

我
が
朝
に
は
さ
す
が
顕
真
」
と
源
空
上
人
と
歎
じ
給
い
て
、
ま
ん
せ２
さ
せ
ん
が
た
め
に
弘
め

給
へ
る
念
仏
の
法
門
な
る
を
、
何
れ
の
人
か
難
意３
を
致
し
、
疑
い
を
成
す
べ
き
や
。
も
し
毀

謗
の
輩
あ
ら
ば
、
深
く
思
ふ
べ
し
。「
一
に
は
愚
痴
の
至
り
、
二
に
は
外
道
の
所
為
な
り
」

と
て
、
行
道
念
仏
し
給
ふ
べ
き
。
こ
れ
こ
そ
我
が
朝
の
一
向
専
修
の
念
仏
の
初
め
な
り
け
れ
。

（
1
）　
「
よ
く
る
ち
や
う
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
（
字
母
「
与
」「
久
」「
留
」「
知
」「
也
」「
宇
」）。
案

ず
る
に
、
未
だ
考
へ
ず
。

（
2
）　
「
ま
ん
せ
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
末
」「
无
」「
世
」）。
案
ず
る
に
、
未
だ
考
へ
ず
。

（
3
）　
「
難
意
」、
底
本
「
な
（
字
母
「
奈
」）
ん
い
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
未
だ
安
ん
ぜ
ず
。
恋
版
「
ほ

ん
い
」
に
作
る
。

　

こ
の
由
を
聞
ゝ
及
び
て
、
法
然
上
人
お
請
じ
奉
り
て
、
嵯
峨
の
御
堂１
や
太
秦
、
に
む
わ
い

寺２
、
清き

よ

水水

な
ん
ど
に
て
、
一
向３
専
修
の
念
仏
法
門
を
説
か
せ
ま
い
ら
せ
、「
こ
れ
ほ
ど
貴
き

も
何
事
と
い
ふ
と
も
侍
ら
じ
」
と
訇の

ゝ
しり
あ
へ
る
ほ
ど
に
、
九
条
殿
、 

（
五
オ
）

花く
わ

山ざ
ん

の
院
殿
、
徳
大
寺
殿
、
か
ゝ
る
や
ご
と
な
く
智
慧
賢
く
お
は
し
ま
す
殿
ゝ
、
念
仏
門
に

入
ら
せ
給
ふ
間
、「
我
も
〳
〵
劣
ら
じ
負
け
じ
」
と
貴
賎
念
仏
に
入
ら
せ
給
ふ
由
、
こ
の
小

僧
弁
阿
は
聞
ゝ
伝
へ
て
、
上
人
の
吉
水
と４
「
如
何
に
」
と
午む

ま

の
時
ば
か
り
に
問
ひ
奉
り
て
、
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光
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「
た
ゞ
暫
し
」
と
思
ひ
し
ほ
ど
に
未ひ

つ
じの
時
ば
か
り
ま
で
、
上
人
も
答
へ
自み

づ
から
も
向
い
奉
り
て

承
り
、
思
ふ
に
涙
も
止と

ゞ

ま
ら
ず
哀
れ
に
貴
く
覚
え
侍
り
し
か
ば
、
そ
の
次
の
日
よ
り
上
人
に

従
い
奉
り
て
、
白
川
の
辺ほ

と
りに

草
庵
を
結
び
て
、
朝
夕
上
人
の
御
庵
室
を
栖
と
し
て
習
ひ
伝
へ

侍
る
、
一
向
専
修
の
念
仏
な
る５
。

（
1
）　
「
嵯
峨
の
御
堂
」、
底
本
「
さ
か
の
み
た
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
清
凉
寺
を
謂
ふ
か
。

（
2
）　
「
に
む
わ
い
寺
」、
底
本
「
に
（
字
母
「
爾
」）
む
（
字
母
「
武
」）
わ
（
字
母
「
王
」）
い
（
字
母
「
い
」）

寺
」
に
作
り
、
恋
版
「
に
む
わ
い
ち
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
誤
あ
り
て
仁
和
寺
を
謂
ふ
か
。

（
3
）　
「
一
向
」、
底
本
「
一
か
（
字
母
「
可
」）
う
（
字
母
「
宇
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
こ
そ
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
登
」）。
案
ず
る
に
、
に
字
の
誤
か
。

（
5
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
留
」）。
案
ず
る
に
、
り
字
（
字
母
「
利
」）
の
誤
か
。

　

し
か
る
に
こ
の
世
の
中
の
念
仏
者
、
小１
上
人
の
御
趣２
と
は
申
し
合
い
て
侍
れ
ど
も
、
上
人

の
御
義
に
は
つ
や
〳
〵
あ
ら 

（
五
ウ
）

ざ
り
し
こ
と
ど
も
数あ

ま
た多

申
し
乱
れ
侍
る
こ
と
こ
そ
、
不ふ

便び
ん

の
次
第
に
侍
れ
。

　

故
上
人
弁
阿
に
教
へ
給
ふ
は
、
善
導
の
心
は
、
浄
土
へ
参
ら
ん
と
思
は
ん
人
は
、
必
ず
三

心
を
具
し
て
念
仏
を
申
す
べ
き
な
り
。
三
心
と
は
一
に
は
至
誠
心
、
二
に
は
深
心
、
三
に
は

回
向
発
願
心
な
り
。

　

一
に
至
誠
心
と
い
ふ
、「
実ま

こ
とし
く
往
生
せ
ん
」
と
思
ひ
取
り
て
念
仏
を
至
誠
心
と
は
申
し

侍
る
な
り
。
さ
せ
る
別
の
や
う
な
ど
あ
る
。
別
の
く
け
く３
の
入
る
に
も
あ
ら
ず
、
智
慧
才
学

の
故
に
も
な
し
。
た
ゞ
偽
り
飾
り
て
人
目
ば
か
り
の
申
し
や
う
、
雑
毒
虚
仮
の
念
仏
と
申
す

な
り
。
心
中
に
「
必
ず
往
生
せ
ん
」
と
思
ひ
て
申
す
は
、
至
誠
心
具
し
た
る
べ
し
。

　

二
に
深
心
と
い
ふ
は
、
露
ば
か
り
も
念
仏
□４
疑
ふ
心
な
く
「
決
と
し
て５
往
生
せ
ん
ず
る
」、

さ
や
う
に６
思
ひ
取
り
て
、
ま
た
「
我
が
身
は
こ
れ
無
極
の
罪
悪
生
死
の
凡
夫 

（
六
オ
）

な
り
。
決
定
と
し
て
地
獄
に
堕
す
べ
き
こ
と
を
、
日
夜７
と
う
な８
行
住
坐
臥９
に
な
ん
せ
る
身
な

り
。
如
何
な
る
善
根
を
励
む
と
も
、
更
に
疑
ふ
べ
き
や
うＡ
も
な
き
身
な
り
」
と
思
ひ
知
る
べ

し
。
し
か
る
に
、「
弥
陀
覚
王
大
せ
んＢ
悲
願
の
忝

か
た
じ
け
なき
に
よ
つ
て
、
こ
の
念
仏
を
勤
め
い
た
ら

ば
、
自し

然ぜ
ん

に
後
の
悪
業
煩
悩
一
々
に
消
滅
し
て
必
ず
聖
衆
の
蓮
台
に
坐
せ
ん
こ
と
、
極
ま
り

な
き
喜
び
か
な
」
と
深
く
思
ひ
取
り
て
、「
こ
の
念
仏
よ
り
他
に
、
我
が
身
の
容
易
く
助
か

る
べ
き
こ
と
は
つ
や
〳
〵
な
し
」
と
堅
く
信
ず
る
を
も
つ
て
深
心
と
申
す
な
り
。
別
の
よ
う

な
き
な
り
。

　

三
、
回
向
発
願
心
と
い
ふ
は
、「
正ま

さ

し
く
往
生
せ
ん
」
と
志
し
申
す
念
仏
を
申
す
な
り
。

ま
た
別
の
よ
う
な
く
、
こ
れ
は
こ
れ
た
ゞ
一
筋
に
「
極
楽
に
我
が
身
の
参
ら
ん
た
め
な
り
」

と
思
ひ 

（
六
ウ
）

た
る
、
こ
れ
を
回
向
発
願
心
と
い
ふ
な
り
。

　

詮
ず
る
と
こ
ろ
、
こ
の
世
を
厭
ふＣ
を
も
つ
て
至
誠
心
と
い
ひ
、
念
仏
を
「
貴
き
こ
と
な
り
」

と
信
ず
る
を
も
て
深
心
と
い
ひ
て
、
極
楽
を
願
ふ
を
も
つ
て
回
向
発
願
心
と
い
ふ
な
り
。
穢

土
を
厭
わ
ず
し
て
浄
土
を
求
め
ば
、
纜

と
も
づ
なを
解
かＤ
ず
し
て
船
を
漕
ぐ
が
如
し
。
念
仏
を
信
ぜ
ず

し
て
往
生
を
期
す
るＥ
は
、
暗
き
道
に
燈

と
ぼ
し
火を
消
し
た
る
が
如
し
と
い
へ
り
。
こ
れ
各
々
知
る
を
、

善
導
和
尚
の
三
心
と
は
申
す
な
り
。
こ
れ
をＦ
法
然
上
人
よ
り
習
い
伝
へ
奉
り
た
る
三
心
の
子

細
に
侍
る
。
こ
の
他
、
ま
た
別
の
や
う
な
き
な
り
。
こＧ
れ
〳
〵
も
こ
の
旨
を
心
得
て
申
さ
せ

給
ふ
べ
し
。

（
1
）　
「
小
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
こ
」
に
作
り
、
昌
伝
「
故
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
故
」

是
な
り
。

（
2
）　
「
御
趣
」、
底
本
「
御
し
（
字
母
「
之
」）
ゆ
（
字
母
「
由
」）」
に
作
り
、
昌
伝
「
御
流
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
く
け
く
」、
底
本
「
く
（
字
母
「
久
」）
け
（
字
母
「
介
」）
く
（
字
母
「
久
」）」
に
作
る
か
。
案

ず
る
に
、
未
だ
考
へ
ず
。
恋
版
「
く
そ
く
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
□
」、
底
本
虫
損
あ
り
て
読
み
難
く
、
恋
版
も
ま
た
「
□
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
を
字
（
字
母

「
遠
」）
か
。

（
5
）　
「
決
と
し
て
」、
底
本
「
け
つ
と
し
て
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ち
や
う
」
を
脱
せ
り
。

（
6
）　
「
に
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
二
」）、
恋
版
「
と
」
に
作
る
。

（
7
）　
「
日
夜
」、
底
本
「
日
や
」
に
作
り
、
恋
版
「
ひ
や
」
に
作
る
。

（
8
）　
「
と
う
な
」、
底
本
「
と
（
字
母
「
止
」）
う
（
字
母
「
宇
」）
な
（
字
母
「
奈
」）」
に
作
る
か
。
案

ず
る
に
、
未
だ
考
へ
ず
。

（
9
）　
「
行
住
坐
臥
」、
底
本
「
き
や
う
ち
（
字
母
「
知
」）
う
さ
（
字
母
「
左
」）
く
わ
」
に
作
り
、
恋
版

「
き
や
う
こ
う
と
く
わ
」
に
作
る
。

（
10
）　
「
う
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
宇
」）、
恋
版
之
れ
を
脱
せ
り
。

（
11
）　
「
大
せ
ん
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
世
」「
无
」）。
案
ず
る
に
、
未
だ
考
へ
ず
。

（
12
）　
「
厭
ふ
」、
底
本
「
い
と
（
字
母
「
止
」）
ふ
」
に
作
り
、
恋
版
「
い
ふ
」
に
作
る
。

（
13
）　
「
か
」、
底
本
一
字
を
消
し
て
右
傍
に
小
書
す
る
こ
と
此
く
の
如
く
（
字
母
「
可
」）、
恋
版
「
ら
」

に
作
る
。

（
14
）　
「
期
す
る
」、
底
本
「
こ
す
（
字
母
「
春
」）
る
」
に
作
り
、
恋
版
「
こ
ふ
る
」
に
作
る
。

（
15
）　
「
を
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
遠
」）、
昌
伝
「
そ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
そ
」
是
な
り
。

（
16
）　
「
こ
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
己
」）、
恋
版
「
く
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
く
字
（
字
母
「
久
」）

の
誤
な
り
。
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た
ゞ
し
、
念
仏
の
数
は
『
観
念
法
門
』
と
申
す
文も

ん

に
勧
め
て
曰
く
、「
専
ら
弥
陀
の
名
号

を
念
ず
る
こ
と
一
万
、
二
万
、
三
万
、
四
万
、 

（
七
オ
）

五
万
、
六
万
、
七
万
、
八
万
、
九
万
、
十
万
遍
な
り
。
人
の
根
性
に
随
い
て
、
こ
の
中
に
何

れ
に
も
申
す
べ
き
な
り
」。

　

た
ゞ
し
、
小１
上
人
仰
せ
ら
れ
し
は
、「
男
女
在
家
に
し
て
切
ら
で２
世
間
に
障さ

へ
ら
れ
て３
そ

の
暇い

と
まな
か
ら
ん
人
は
、
一
万
遍
な
ど
を
も
申
す
べ
し
。
ま
た
在
家
な
り
と
も
そ
の
暇

い
と
ま

打
ち
あ

り
て
志
深
ゝ
ら
ん
人
は
、
三
、
四
、
五
万
遍
な
ど
申
す
べ
き
な
り
。
ま
た
僧
や
尼
な
ど
の
様さ

ま

を
た
ら
ん４
し
る
し
に
は
少
な
か
ら
ん
、
ち
や
う５
三
万
乃
至
五
万
、
六
万
遍
を
申
す
べ
し
。
こ

の
他
、
多
く
申
さ
ん
と
思
わ
ん
人
は
、
七
、
八
万
も
し
は
九
、
十
万
、
如
何
に
も
〳
〵
多
く

申
す
に
過
ぎ
た
る
法
門
は
あ
る
べ
か
ら
す
」。

（
1
）　
「
小
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
こ
」
に
作
り
、
昌
伝
「
故
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
故
」

是
な
り
。
後
の
重
写
も
亦
「
故
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
切
ら
で
」、
底
本
「
き
ら
（
字
母
「
良
」）
て
」
に
作
り
、
恋
版
「
き
ゝ
て
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、

「
思
ひ
」
を
脱
せ
り
。
後
の
重
写
「
思
ひ
き
ら
て
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
障
へ
ら
れ
て
」、
底
本
「
さ
（
字
母
「
散
」）
へ
ら
れ
て
」
に
作
り
、
恋
版
「
か
へ
ら
れ
て
」
に

作
る
。

（
4
）　
「
た
ら
ん
」、
底
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、「
か
へ
」
を
脱
せ
り
。
後
の
重
写
「
か
へ
た
ら
ん
」

に
作
る
。

（
5
）　
「
ち
や
う
」、
底
本
「
ち
（
字
母
「
知
」）
や
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ち
」
は
り
字
（
字
母
「
利
」）

の
誤
に
し
て
両
な
り
。

　

た
ゞ
し
、「
乃
至
十
念
」
と
い
ひ
、
も
し
は
「
三
念
五
念
仏
来
迎
」
と
も
明
か
し
、「
一
念

成
就１
即
得
往
生
」
と
も
述
べ
た
る
は
、
一
生
造
悪
の
輩

と
も
が
らの
念
仏
と
い
ふ
こ
と
と２
う
ち
物３
に
し

て
誤あ

や
まて
こ
れ
を
聞
け
ば
、
料れ

う

叶
は
ず
物
悪
し
く
う
ち
か
み
と４
、 

（
七
ウ
）

（
1
）　
「
成
就
」、
底
本
「
し
や
う
し
ゆ
（
字
母
「
遊
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
し
や
う
し
を
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
止
」）。
案
ず
る
に
、「
と
」
は
を
字
（
字
母
「
遠
」）
の
誤
な

り
。

（
3
）　
「
う
ち
物
」、
底
本
「
う
（
字
母
「
宇
」）
ち
（
字
母
「
知
」）
物
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
未
だ
考

へ
ず
。

（
4
）　
「
う
ち
か
み
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
宇
」「
知
」「
可
」「
三
」「
登
」）。
案
ず
る
に
、
未

だ
考
へ
ず
。

（
重
写
）

誠
心
と
い
ひ
、
念
仏
を
「
貴
き
こ
と
な
り
」
と
信
ず
る
を
も
つ
て
深
心
と
い
ひ
、
極
楽

を
願
ふ
を
も
つ
て
回
向
発
願
心
と
い
ふ
な
り
。
穢
土
を
厭
は
ず
し
て
浄
土
を
求
め
ば
、

纜と
も
づ
なを

解
か
ず
し
て
船
を
漕
ぐ
が
如
し
。
念
仏
を
し
せ
す
し
て１
往
生
を
す
る２
は
、
暗
き

道
に
燈

と
ぼ
し
火を
消
し
た
る
が
如
し
と
い
へ
り
。
こ
れ
各
々
知
る
を
、
善
導
和
尚
の
三
心
と
は

申
す
な
り
。
こ
れ
を
法
然
上
人
よ
り
習
ひ
伝
へ
奉
り
た
る
三
心
の
子
細
に
侍
る
。
こ
の

他
、
ま
た
別
の
や
う
な
き
な
り
。
こ３
れ
〳
〵
も
こ
の
旨
を
心
得
て
申
さ
せ
給
ふ
べ
し
。

　

た
ゞ
し
、
念
仏
の
数
は
『
観
念
法
門
』
と
申
す
文も

ん

に
勧
め
て
曰
く
、「
専
ら
弥
陀
の

名
号
を
念
ず
る
こ
と
一
万
、
二
万
、
三
万
、
四
万
、
五
万
、
六
万
、
七
万
、
八
万
、
九

万
、
十
万
遍
な
り
。
人
の
根
性
に
随
い
て
、
こ
の
う
ち
に
何
れ
に
も
申
す
べ
き
な
り
」。

 

（
八
オ
）

　

た
ゞ
し
、
故
上
人
仰
せ
ら
れ
し
は
、「
男
女
在
家
に
し
て
思
ひ
切
ら
で４
そ
の
暇い

と
まな

か

ら
ん
人
は
、
一
万
遍
な
ど
を
も
申
す
べ
し
。
ま
た
在
家
な
り
と
も
そ
の
暇

い
と
ま

打
ち
あ
り
て
、

志
深
ゝ
ら
ん
人
は
三
、
四
、
五
万
遍
な
ど
申
す
べ
き
な
り
。
ま
た
僧
や
尼
な
ど
の
様さ

ま

を

変
へ
た
ら
ん
し
る
し
に
は
少
な
か
ら
ん
、
ち
や
う５
三
万
乃
至
五
、
六
万
遍
を
申
す
べ
し
。

こ
の
他
、
多
く
申
さ
ん
と
思
わ
ん
人
は
、
七
、
八
万
も
し
は
九
、
十
万
、
如
何
に
も
〳
〵

多
く
申
す
に
過
ぎ
た
る
法
門
は
あ
る
べ
か
ら
ず
」。

　

た
ゞ
し
、「
乃
至
十
念
」
と
い
ひ
、
も
し
は
「
三
念
五
念
仏
来
迎
」
と
も
明
か
し
、「
一

念
成
就６
即
得
往
生
」
と
も
述
べ
た
る
は
、
一
生
造
悪
の
輩

と
も
が
らの

念
仏
と
い
ふ
こ
と
と７
う
ち

物８
に
し
て
誤あ

や
まて

こ
れ
を
聞
け
ば
、
料れ

う

叶
は
ず
物
悪
し
く
う
ち
か
み
と９
、

（
1
）　
「
し
せ
す
し
て
」、
底
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
ん
字
を
脱
せ
り
。
前
の
同
文
「
し
ん
せ
す
し

て
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
す
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
こ
字
を
脱
せ
り
。
前
の
同
文
「
こ
す
る
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
こ
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
己
」）、
恋
版
「
く
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
く
字
（
字
母
「
久
」）

の
誤
な
り
。

（
4
）　
「
切
ら
で
」、
底
本
「
き
ら
て
（
字
母
「
帝
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
き
ら
ふ
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
ち
や
う
」、
底
本
「
ち
（
字
母
「
知
」）
や
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ち
」
は
り
字
（
字
母
「
利
」）

の
誤
に
し
て
両
な
り
。



聖
光
房
弁
阿
『
念
仏
往
生
修
行
門
』
翻
字
科
註
稿

（15）54

（
6
）　
「
成
就
」、
底
本
「
し
や
う
し
ゆ
（
字
母
「
遊
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
し
や
う
し
を
」
に
作
る
。

（
7
）　
「
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
止
」）。
案
ず
る
に
、「
と
」
は
を
字
（
字
母
「
遠
」）
の
誤
な

り
。

（
8
）　
「
う
ち
物
」、
底
本
「
う
（
字
母
「
宇
」）
ち
（
字
母
「
知
」）
物
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
未
だ
考

へ
ず
。

（
9
）　
「
う
ち
か
み
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
宇
」「
知
」「
可
」「
三
」「
止
」）。
案
ず
る
に
、
未

だ
考
へ
ず
。

　

か
ん
な１
と
い
ふ
人
の
最
期
臨
終
の
時
、
善
知
識
の
勧
め
に
よ
て
か
く
の
如
く
倣
ひ
て
、
そ

の
後 

（
八
ウ
）

や
が
て
悪
を
造
ら
で
終
わ
る
に
至い

た

て
の
こ
と
な
り
。「
ね
ん
な２
」
と
名
付
け
て
一ひ

と

度た
び

「３
南
無

阿
弥
陀
仏
」
と
申
し
て
、
そ
の
後
も
し
は
十
念
、
廿
念
が
間
、
し
ん４
万
劫
四
悪
殺
生
偸
盗
を

事
ゝ
し
、「
我
は
こ
の
一
念
を
称
へ
た
り
し
か
ば
往
生
せ
ん
ず
る
ぞ
」
と
言
ひ
た
ら
ん
こ
と
、

誰５
か
は
信
ず
べ
き
。
従
が
ふ
て６
僧
や
尼
を
勧
め
給
ふ
定ぢ

や
う

、「
三
万
遍
申
せ
」
と
上
人
宣の

た
まい

し

な
り
。
し
か
ら
ば
、
善
導
の
釈
に
曰
く
、「
あ
る
い
は
三
万
、
六
万
を
得
し
は
、
皆
こ
れ
上

品
上
生
の
人
な
り
」
と
。
し
か
れ
ば
、
す
な
は
ち
同
じ
く
は
上
品
上
生
を
志
し
て
申
す
べ
き

な
り
。
か
や
う
に
記
し
申
す
ば
か
り
は
、
念
仏
の
義
を
人
に
変
へ
て
言
ひ
乱
す
間
、
十
人
は

十
に
偏
し
て
百
人
は
百
聞
き
て７
人
を
惑
わ
す
な
り
。
た
ゞ
偏
に
念
仏
を
止や

め
ん
た
め
の
外
道

の
所
為
な
り
。

（
1
）　
「
か
ん
な
」、
案
ず
る
に
、
僧
名
な
り
。
寂
恵
良
暁
『
決
疑
鈔
見
聞
』
巻
第
二
云
く
、
出
雲
国
観
阿

な
る
も
の
あ
り
、
然
阿
良
忠
と
同
道
西
下
す
と
。

（
2
）　
「
ね
ん
な
」、
案
ず
る
に
、
僧
名
な
り
。
然
阿
良
忠
か
、
念
仏
房
念
阿
か
。

（
3
）　
「
一
度
」、
底
本
「
一
た
（
字
母
「
多
」）
ひ
」
に
作
り
、
恋
版
「
て
か
ひ
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
し
ん
」、
底
本
「
し
（
字
母
「
志
」）
ん
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
し
」
は
せ
字
（
字
母
「
世
」）

の
誤
に
し
て
千
な
り
。

（
5
）　
「
誰
」、
底
本
「
た
（
字
母
「
多
」）
れ
」
に
作
り
、
恋
版
「
こ
れ
」
に
作
る
。

（
6
）　
「
従
が
ふ
て
」、
底
本
「
下
か
（
字
母
「
可
」）
ふ
（
字
母
「
不
」）
て
（
字
母
「
天
」）」
に
作
る
。

案
ず
る
に
、
未
だ
安
ん
ぜ
ず
。

（
7
）　
「
聞
き
て
」、
底
本
「
き
（
字
母
「
幾
」）
〻
て
（
字
母
「
天
」）」
に
作
る
か
。
案
ず
る
に
、
未
だ

安
ん
ぜ
ず
。

　

た
ゞ
し
、
故１
上
人
は
世
に
易
く
こ
そ
念
仏
を
は
か
み
そ
ん２
に
教
へ
給
い
し
か
。
さ
れ
ば
こ

そ 

（
九
オ
）

国
々
よ
り
参
り
て
念
仏
を
受
け
奉
り
つ
る
人
々
も
心
易
く
思
ひ
侍
り
し
こ
と
な
り
。
い
わ
ん

や
大
原
の
松３
和
尚
御
房４
ほ
ど
の
止や

事ご
と

な
き
智
者
も
「
実ま

こ
とに

目
出
度
か
り
け
る
こ
と
か
な
」
□５

け
を
は
せ
さ
せ
給
い
し
こ
と
な
り
。
こ
の
旨
を
心
得
ん
人
々
は
世
に
易
く
思
ふ
べ
き
こ
と
な

り
。

（
1
）　
「
故
」、
底
本
「
こ
（
字
母
「
古
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
古
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
は
か
み
そ
ん
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
（
字
母
「
八
」「
可
」「
見
」「
曽
」「
无
」）。
案
ず
る
に
、

意
通
ぜ
ず
。
考
ふ
べ
し
。

（
3
）　
「
松
」、
底
本
此
く
の
如
し
。
案
ず
る
に
、
大
原
の
智
者
は
顕
真
法
印
を
謂
ふ
。
疑
ふ
ら
く
は
、
法

印
の
印
字
を
脱
し
、
法
字
の
異
体
㳒
字
を
「
松
」
に
誤
る
か
。
考
ふ
べ
し
。

（
4
）　
「
御
房
」、
底
本
「
御
は
（
字
母
「
者
」）
う
」
に
作
り
、
恋
版
「
御
を
う
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
□
」、
底
本
虫
損
あ
り
て
読
み
難
く
、
恋
版
「
さ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
た
字
（
字
母
「
多
」）

に
似
た
れ
ど
も
意
通
ぜ
ず
。
考
ふ
べ
し
。

　
「
た
ゞ
詮
ず
る
と
こ
ろ
、「
こ
の
念
仏
は
決
定
往
生
の
行
な
り
」
と
信
を
取
り
つ
れ
ば
、
自じ

然ね
ん

に
三
心
は
具
し
て
往
生
す
る
な１
」
と
、
や
す
〳
〵
と
法
然
上
人
は
仰
せ
ら
れ
侍
り
し
な
り
。

「
か
や
う
に
思
ひ
取
り
て
、
た
ゞ
念
仏
の
数
多
く
六
、
七
万
遍
も
申
す
人
は
、
百
人
な
が
ら

往
生
す
る
こ
と
疑
い
な
し
。
善
導
も
釈
せ
さ
せ
給
へ
り
」
と
て
、
法
然
上
人
は
日
別
に
勤
め

に
七
万
遍
を
申
し
給
い
き
。
箱
谷
の
尼
御
前
は
十
万
遍
申
さ
せ
給
い
し
を
、
世
の
中
の
貴
き

人
な
り
、
有
り
難
き
こ
と
に
せ
さ
せ
給
い
し
な
り２
。

（
1
）　
「
な
」、
底
本
「
な
（
字
母
「
奈
」）」
に
作
り
、
昌
伝
「
そ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
そ
」
是
な
り
。

（
2
）　

然
阿
良
忠
『
観
念
法
門
私
記
』
巻
上
云
く
、
箱
谷
禅
尼
十
万
遍
を
行
じ
て
弁
阿
こ
れ
を
歎
ず
と
。

　
「
こ
の 

（
九
ウ
）

世
の
中
の
人
の
念
仏
に
は
、
た
ゞ
一
念１
」
な
ど
い
ひ
て
人
を
徒

い
た
づ
らに
な
す
こ
と
、
不ふ

便び
ん

の
こ
と

に
侍
れ
。
ま
た
「
念
仏
を
疑
へ
ば
こ
そ
罪
を
ば
造
ら
ざ
ら
め
」
と
言
ひ
悩
ま
し
て
、
も
と
よ

り
捗
々
し
く
も２
な
き
罪つ

み

事ご
と

を
い
よ
〳
〵
悪
業
深
き
も
の
に
勧
め
な
す
こ
と
の
浅
ま
ま３
し
さ
、

三
心
を
も
や
う
〳
〵
教
へ
な
し
て
解か

い

釈し
や
くが

ま
し
く
智
者
の
振
る
舞
い
す
る
こ
と
、
無
下
に
飾

れ
る４
心
な
り
。「
念
仏
の
義
を
荒
涼５
に
は
言
わ
じ
」
な
ん
ど
言
ひ
て
心
憎
顔
に
事
あ
り
顔
な
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る
こ
と
、
無
極
の
逆
罪
な
り
。
こ
れ
体て

い

の
こ
と
ら６
を
雑
毒
虚
仮
の
人
と
は
名
付
く
る
な
り
。

ま
た
「
目
出
度
き
こ
と
あ
り
」
と
て
、
人
に
は
「
隠
れ
隔
つ
る
」
な
ど
言
ひ
て
、
志
あ
る
人

に
は
誓
文
起
請
を
書
ゝ
せ
て
許
す
な
ど
い
ふ
、
さ
る
こ
と
や
あ
る
べ
き
。

（
1
）　
「
一
念
」、
底
本
「
一
ね
ん
」
に
作
り
、
恋
版
「
ね
ん
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
も
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
裳
」）、
恋
版
「
は
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
ま
ま
」、
底
本
「
ま
（
字
母
「
末
」）
ま
（
字
母
「
満
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
ま
一
字
衍
な
り
。

恋
版
「
ま
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
無
下
に
飾
れ
る
」、
底
本
「
む
け
に
（
字
母
「
爾
」）
か
（
字
母
「
可
」）
さ
（
字
母
「
左
」）
れ
る
」

に
作
り
、
恋
版
「
む
け
ま
き
れ
る
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
荒
涼
」、
底
本
「
く
わ
（
字
母
「
王
」）
う
（
字
母
「
宇
」）
り
や
う
」
に
作
り
、
恋
版
「
く
き
り

や
う
」
に
作
る
。

（
6
）　
「
ら
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
良
」）、
恋
版
「
ゝ
よ
」
に
作
る
。

　

善
導
多
く
の
文ふ

み

を
造
り
給
い
て
浄
土
宗
と
な
つ
て１
、「
末
世
の
如
何
な
ら
ん
人
も
、
往
生

 

（
一
〇
オ
）

志
あ
ら
ん
人
は
こ
れ
に
よ
り
て
生
死
を
離
れ
、
浄
土
へ
参
れ
」
と
て
弘
め
教
へ
お
き
給
へ

る２
。
法
然
上
人
は
南
北
二
京
の
若そ

こ

干ば
く

の
智
者
く
ら
や
き
せ
ん
ら
く
せ
う３
に
し
て
、
訇の

ゝ
しり
弘
め

給
へ
る
念
仏
往
生
の
法
門
な
り
。「
仏
は
こ
れ
ら
の
人
を
か
嫌
い
、
何
れ
の
者
を
か
嫌
い
給

へ
る
。
た
ゞ
十
方
衆
生
を
悉
皆４
念
仏
を
信
じ
て
極
楽
へ
参
れ
」
と
仰
せ
ら
れ
た
る
に
、
誰
か

は
十
方５
よ
り
他
の
人
ま
で
嫌
い
隔
て
ら６
る
べ
き
や
。
さ
せ
る
「
人
に
隠
す
」
な
ど
い
ふ
ば
か

り７
は
、
真
言
と
申
す
法
門
こ
そ
「
密
教
」
な
ど
申
す
め
れ
。
ま
た
論
義
の
中
に
こ
そ
「
目
出

度
き
秘
義
」
な
ど
申
す
ば
か
り
も
侍
れ
。

（
1
）　
「
な
つ
て
」、
底
本
「
な
つ
て
（
字
母
「
天
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
て
」
は
け
字
（
字
母
「
計
」）

の
誤
に
し
て
名
づ
け
か
。

（
2
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
留
」）。
案
ず
る
に
、
り
字
（
字
母
「
利
」）
の
誤
か
。

（
3
）　
「
く
ら
や
き
せ
ん
ら
く
せ
う
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
久
」「
良
」「
也
」「
幾
」「
世
」「
无
」

「
良
」「
久
」「
世
」「
宇
」）、
恋
版
「
く
や
き
せ
ん
ら
く
せ
う
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。

考
ふ
べ
し
。

（
4
）　
「
を
悉
皆
」、
底
本
「
を
（
字
母
「
遠
」）
し
つ
か
い
（
字
母
「
以
」）」
に
作
り
、
恋
版
「
を
し
つ

か
は
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
を
」
字
衍
か
。

（
5
）　
「
十
方
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
。
恋
版
「
十
万
」
に
作
る
。

（
6
）　
「
ら
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
良
」）、
恋
版
「
た
」
に
作
る
。

（
7
）　
「
ば
か
り
」、
底
本
「
斗
」
に
作
り
、
恋
版
「
事
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
事
の
誤
か
。

　

実ま
こ
とに

今
こ
れ
念
仏
と
申
す
は
、
末
代
悪
世
の
こ
の
ご
ろ
、
む
に
ん１
無
慚
の
男
女
、
愚
痴
無

智
の
尼
や
入
道
の
、
如
何
に
し
て
も
生
死
を
離
る
べ
き
や
う
も
見
え
ぬ
者
を
憐
れ
み
給
い

て
、
大
唐
上
人
善
導
和
尚
念
仏
勧
進
の 

（
一
〇
ウ
）

文ふ
み

を
造
ら
せ
給
い
て
、
こ
れ
を
勧
め
給
ふ
。
我
が
朝
法
然
上
人
は
「
今
度
生
死
を
離
れ
ん
こ

と
を
如い

か何ゞ
せ
ん
」
と
歎
き
悲
し
み
給
い
て
見
出
し
給
へ
る
法
門
な
る
を
、「
我
が
如
く
に
生

死
を
出
で
よ
」
と
、
ま
ん
せ２
の
諸
人
は
た
ゞ
一
筋
に
思
ひ
取
り
て
、
善
導
の
御
勧
め
の
念
仏

を
申
す
を
こ
そ
、
人
を
嫌
は
ず
教
へ
給
へ
る
こ
と
な
れ
。

（
1
）　
「
む
に
ん
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
武
」「
爾
」「
无
」）。
案
ず
る
に
、
無
戒
の
誤
か
。

（
2
）　
「
ま
ん
せ
」、
底
本
恋
版
「
ま
ん
（
字
母
「
无
」）
せ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ん
」
は
つ
字
（
字

母
「
川
」）
の
誤
に
し
て
末
世
な
り
。

　

ま
た
、
物
の
数
な
ら
ね
ど
も
、
こ
の
小
僧
弁
阿
も
「
ま
ん
せ１
の
尼
入
道
、
無
戒
無
慚
の
男

女
、
外
道
無
極
の
輩

と
も
が
らな
り
と
も
、
実ま

こ
とし
く
思
ひ
取
り
て
往
生
願
わ
ん
人
は
、
か
く
の
如
く
の

次
第
を
心
得
て
、
故
法
然
上
人
の
御
勧
め
を
信
じ
て
、
念
仏
の
数
を
朗
ら
か
に
申
し
て
、
臨

終
正
念
往
生
極
楽
と２
志
し
給
へ
」
と
、
は
る
〴
〵
と
伝
へ
を
き
侍
ら
ん
た
め
に
聊
か３
記
し
申

す
と
こ
ろ
な
り
。
所
詮
末
世
の
人
々
よ
く
〳
〵
信
ず
べ
し
。

（
1
）　
「
ま
ん
せ
」、
底
本
「
ま
ん
（
字
母
「
无
」）
せ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ん
」
は
つ
字
（
字
母
「
川
」）

の
誤
に
し
て
末
世
な
り
。

（
2
）　
「
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
止
」）。
案
ず
る
に
、
を
字
（
字
母
「
遠
」）
の
誤
か
。

（
3
）　
「
聊
か
」、
底
本
「
い
（
字
母
「
以
」）
さ
（
字
母
「
左
」）
ゝ
か
（
字
母
「
可
」）」
に
作
り
、
恋
版

「
い
き
を
」
に
作
る
。

　

善
導
は
そ
れ
誰
ぞ
や
。
す
な 

（
一
一
オ
）

わ
ち
西
方
極
楽
の
教
主
阿
弥
陀
仏
、
末
世
の
凡
夫
の
機
に
相
応
し
給
わ
ん
た
め
に
、
人
と
現

じ
て
仮
に
善
導
と
申
す
名
を
付
き
給
へ
る１
。
一
切
の
我
等
如
き
の
一
生
造
悪
の
輩

と
も
が
らを

、
親
の

子
を
思
ふ
如
く
憐
れ
み
給
は
ん
が
た
め
に
、
こ
の
な
ん
き
ん
ふ
た
い２
に
出
で
給
い
て
、『
観

経
の
疏
』
並
び
に
多
く
の
念
仏
の
勧
進
の
文ふ

み

と
か
を
現
在
に
抄
す
る
を
得
て
造
り
を
き
給
へ
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り
。

　

浄
土
宗
を
立
て
給
ふ
に
、
大
唐
唐も

ろ
こ
し土
ま
で
は
多
く
の
人
を
利
益
し
給
い
て
仮
に
往
生
の
由

を
示
し
て
、
日
本
国
に
渡
り
て
は
法
然
上
人
と
現
は
れ
給
へ
る
由
、
止や

ん

事ご
と

な
き
智
者
た
ち

数あ
ま
た多

賢
く
、
人
の
逝
去
に
夢
の
告
げ
、
そ
の
数
聞
こ
え
給
へ
り３
御
こ
と
な
り
。
容
易
く
誉
め

も
謗
り
も
し
奉
る
べ
き
に
及
ば
ぬ
こ
と
な
り
。
偏
に
極
楽
の
阿
弥
陀
仏ぼ

と
け 

（
一
一
ウ
）

お
は
し
ま
せ
る
こ
と
な
れ
ば
、「
あ
ら
た
に４
極
楽
往
生
せ
ん
」
と
志
あ
ら
ん
人
は
、
深
く
か

の
伝
へ
を
正ま

さ

に
持た

も

ち
て
信
ず
べ
き
な
り
。

　

し
か
れ
ば
す
な
は
ち
、
極
楽
に
て
は
阿
弥
陀
、
大
唐
に
て
は
善
導
、
我
が
朝
に
て
は
法
然

上
人
と
い
は
れ
給
へ
り
。
故５
に
知
り
ぬ
、
三
生
一
心
に
し
て
三
業
の
念
仏
を
勧
め
給
へ
り
と

い
ふ
こ
と
を
。
深
く
信
じ
て
、
一
筋
に
念
仏
怠
る６
無
か
る
べ
し
。

（
1
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
留
」）。
案
ず
る
に
、
り
字
（
字
母
「
利
」）
の
誤
か
。

（
2
）　
「
な
ん
き
ん
ふ
た
い
」、
底
本
「
な
ん
き
（
字
母
「
幾
」）
ん
ふ
た
い
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
き
」

は
せ
字
（
字
母
「
世
」）
の
誤
に
し
て
南
贍
浮
提
な
り
。

（
3
）　
「
り
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
利
」）。
案
ず
る
に
、
る
字
（
字
母
「
留
」）
の
誤
か
。

（
4
）　
「
あ
ら
た
に
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
（
字
母
「
安
」「
良
」「
太
」「
爾
」）。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。

考
ふ
べ
し
。

（
5
）　
「
故
」、
底
本
此
く
の
如
く
、
恋
版
「
さ
ら
」
に
作
る
。

（
6
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
留
」）。
案
ず
る
に
、
り
字
（
字
母
「
利
」）
の
誤
か
。

　

も
し
こ
れ
習
わ
ぬ
こ
と
を
も
「
習
ひ
た
る１
」
と
言
ひ
、
法
然
上
人
の
仰
せ
ら
れ
ぬ
こ
と
を

も
「
仰
せ
ら
れ
た
る２
」
と
申
し
て
、
僻
め
る
や
う
に
て
人
の
た
め
に
腹
黒３
を
も
申
す
も
の
な

ら
ば
、
三
世
の
諸
仏
、
十
方
の
菩
薩
、
殊
に
憑
み
奉
る
と
こ
ろ
の
釈
迦
、
阿
弥
陀
、
観
音
、

勢
至
、
善
導
聖
霊
、
念
仏
守
護４
梵
天
、
帝
釈
の
御
憐
れ
み
無
く
し
て
、
現
世
後
生
叶
は
ぬ
身

と
な
り
侍
ら
ん
。
ま
ん
せ５
無
智
の
人
を
憐
れ
み
て
「
そ
の
時
を
惑
は
し６
奉
ら
じ
」 

（
一
二
オ
）

と
て
、
か
や
う
記
し
お
く
と
こ
ろ
な
り
。
ゆ
め
〳
〵
疑
い
を
成
す
こ
と
な
く
し
て
、
念
仏
の

数
多
く
三
、
四
、
五
万
遍
な
ど
請
け
て７
臨
終
正
念
往
生
極
楽
と８
願
い
給
は
ん
人
々
は
、
疑
い

な
き
往
生
人
に
て
お
は
し
ま
す
べ
き
な
り
。
こ
れ
弥
陀
の
本
願
に
も
叶
ひ
、
善
導
御
憐
れ
み

に
も
相
応
し９
、
法
然
上
人
の
心
に
も
叶
ひ
給
ふ
べ
し
。

（
1
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
留
」）、
昌
伝
「
り
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
り
是
な
り
。

（
2
）　
「
る
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
留
」）、
昌
伝
「
り
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
り
是
な
り
。

（
3
）　
「
腹
黒
」、
底
本
「
は
ら
（
字
母
「
良
」）
く
ろ
」
に
作
り
、
恋
版
「
は
ゝ
く
ろ
」
に
作
る
。

（
4
）　
「
守
護
」、
底
本
「
し
ゆ
こ
」
に
作
り
、
昌
伝
「
守
護
の
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
ま
ん
せ
」、
底
本
「
ま
ん
（
字
母
「
无
」）
せ
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、「
ん
」
は
つ
字
（
字
母
「
川
」）

の
誤
に
し
て
末
世
な
り
。

（
6
）　
「
惑
は
し
」、
底
本
「
ま
と
は
（
字
母
「
八
」）
し
」
に
作
り
、
恋
版
「
ま
と
い
し
」
に
作
る
。

（
7
）　
「
請
け
て
」、
底
本
「
う
（
字
母
「
宇
」）
け
て
」
に
作
り
、
恋
版
「
か
け
て
」
に
作
る
。

（
8
）　
「
と
」、
底
本
此
く
の
如
し
（
字
母
「
止
」）。
案
ず
る
に
、
を
字
（
字
母
「
遠
」）
の
誤
な
り
。

（
9
）　
「
相
応
し
」、
底
本
「
さ
う
お
う
（
字
母
「
宇
」）
し
」
に
作
り
、
恋
版
「
さ
う
お
か
し
」
に
作
る
。

　

日
本
国
の
智
者
と
申
す
大
原
の
和
尚１
、
高
野
の
僧
都
御
房
の
如
く
の
人
々
は
皆
六
万
遍
な

り
。
故
法
然
上
人
の
御
房
は
初
め
は
六
万
遍
、
後
に
は
七
万
遍
な
り
。
世
間
に
訇の

ゝ
しり

給
へ
る

止や
ん

事ご
と

な
き
人
々
は
、
皆
数
を
取
り
て
念
仏
申
し
て
臨
終
を
祈
り
給
ふ
な
り
。
世
に
聞
こ
え
ぬ

者
も
「
数
取
ら
と２
、
臨
終
を
祈
ら
ず
と
も
」
と
立
て
つ
る
は
、
愚
痴
の
至
り
不
道
の
起
こ
り
、

古
も
背
き
人
に
そ
ぬ
き
や
う
は
ら３
の
こ
と
ぞ
、
天
魔
の
狂
は
し 

（
一
二
ウ
）

魔
縁
の
所
為
な
り
。
甚
だ
耳
に
聞
ゝ
入
れ
ず
、
よ
く
〳
〵
心
を
鎮
め
て
案
ず
べ
し
。
往
生
ほ

ど
の
大
事
に
思
ひ
掛
ゝ
る
ば
か
り
の
人
の
空
し
く
眠ね

ぶ

り
い
て
、「
我
は
こ
れ
一
念４
の
者
な
れ

ば５
、
往
生
疑
い
な
き
身
な
り
」
と
言
ふ
こ
と
、
実

ま
こ
と

然
ら
ぬ
ば
か
り６
な
り
。

（
1
）　
「
和
尚
」、
底
本
「
お
し
や
う
の
」
に
作
り
、「
の
」
を
消
す
に
両
斜
線
を
以
て
せ
り
。
恋
版
「
お

し
や
う
の
」
に
作
る
。

（
2
）　
「
数
取
ら
と
」、
底
本
「
数
と
ら
（
字
母
「
良
」）
と
（
字
母
「
止
」）」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
下

の
「
と
」
は
て
字
（
字
母
「
天
」）
の
誤
に
し
て
数
取
ら
で
か
。
恋
版
「
□
と
う
と
」
に
作
る
。

（
3
）　
「
そ
ぬ
き
や
う
は
ら
」、
底
本
此
く
の
如
き
か
（
字
母
「
所
」「
奴
」「
幾
」「
也
」「
宇
」「
者
」「
良
」）。

恋
版
「
に
ぬ
き
や
う
は
ら
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
意
通
ぜ
ず
。
考
ふ
べ
し
。

（
4
）　
「
一
念
」、
底
本
「
一
ね
ん
」
に
作
り
、
恋
版
「
ね
ん
」
に
作
る
。

（
5
）　
「
ば
」、
底
本
此
く
の
如
く
（
字
母
「
者
」）、
恋
版
「
ん
」
に
作
る
。

（
6
）　
「
ば
か
り
」、
底
本
「
斗
」
に
作
り
、
恋
版
「
事
」
に
作
る
。
案
ず
る
に
、
事
の
誤
か
。

　

元
和
七
年
九
月
十
日
こ
れ
を
写
し
候
ふ
。
仮
名
遣
い
も
悪わ

ろ

く
候
へ
ど
も
、
本ほ

ん

の
ま
ゝ
書
き

申
し
候
ふ
。
八
十
余
り
の
筆
に
て
候
ふ
ま
ゝ
、
皆
々
御
覧
じ
候
ふ

人
々
御
笑
い
候
は
ん
ず
れ
ど
も
、「
も
し
は
念
仏
一
遍
も
御
手
向
け

候
は
ん
か
」
と
、
眼
も
翳
み
筆
も
叶
ひ
候
は
ね
ど
も
、
書
き
置
き
申

し
候
ふ
。 

（
一
三
オ
）
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一
、『
修
行
門
』
は
改
行
な
ど
な
し
に
八
千
数
百
字
が
連
続
し
て
い
る
が
、
当
初
か
ら
一
連

の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
、
善
導
に
つ
い
て
第
一
丁
裏
で
「
た大い

た唐う
か漢ん
と土

に
せ善ん
と導

お和

し
尚や

う
と
申
た

奉てま
つ
り
し
大
し師

」
と
述
べ
、
少
し
後
の
第
三

丁
表
で
ま
た
「
も唐

土

ろ
こ
し
に
せ善ん
た導う
お和

し
尚や

う
と
申
た

奉てま
つ
る
」
と
述
べ
、
そ
し
て

源
空
に
つ
い
て
第
二
丁
表
で
「
わ我

か
て朝う
あ秋き
つ津

し洲ま
ひ比

ゑ叡

さ山ん
ほ宝う
と幢う
ゐ院ん
く黒ろ

た谷に
ほ法う
ね然ん
上
人
」
と
述
べ
、
少
し
後
の
第
三
丁
裏
で
ま
た
「
ひ比

ゑ叡

さ山ん
ほ宝う
と幢う

ゐ院ん
く黒ろ
た谷に
の
上
人
ほ法う
ね然ん
の
御
は房う
と
申
人
」
と
述
べ
る
の
は
余
り
に
不
自
然
で

あ
り
、
内
容
も
前
後
に
重
複
が
あ
る
。

　

ま
た
、
第
九
丁
表
に
「
ね
ん
な
と
な名

つ
け
て
」
云
々
と
い
う
、
弟
子
の
「
ね
ん
な
」
に

宛
て
て
書
か
れ
た
書
状
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。
こ
の
「
ね
ん
な
」
と
は
弁
阿
弟
子
の
然

阿
良
忠
を
指
す
か
も
知
れ
な
い
。

　

恐
ら
く
弁
阿
は
弟
子
な
ど
に
送
っ
た
書
状
の
草
稿
や
案
文
を
手
許
に
残
し
て
お
り
、
没

後
に
遺
弟
が
そ
れ
ら
を
複
合
し
て
一
書
に
し
た
も
の
が
『
修
行
門
』
で
あ
ろ
う１
。
文
中
に

接
続
詞
「
た
ゞ
し
」
が
頻
出
し
て
文
脈
が
大
き
く
転
ず
る
の
も
、
異
な
る
書
状
を
「
た
ゞ

し
」
で
憖
に
接
続
さ
せ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
書
名
の
『
念
仏
往
生
修
行
門
』

と
は
、
論
義
の
た
め
の
法
門
で
な
く
修
行
し
て
念
仏
往
生
す
る
た
め
の
法
門
、
と
の
意
で

あ
ろ
う
か
。

一
、
陽
明
文
庫
本
は
第
七
丁
表
第
三
行
乃
至
同
丁
裏
第
十
二
行
と
直
後
の
第
八
丁
表
第
一
行

乃
至
同
丁
裏
第
十
一
行
が
同
文
で
あ
り
、
重
複
し
て
い
る
。
陽
明
文
庫
本
の
書
写
者
は
同

書
を
一
気
呵
成
に
書
写
し
た
の
で
な
く
、
第
七
丁
の
末
行
ま
で
を
書
写
し
て
筆
を
休
め
、

や
や
後
に
書
写
を
再
開
し
た
時
、
自
分
が
す
で
に
ど
こ
ま
で
書
写
し
た
か
を
誤
認
し
て
同

じ
文
を
重
ね
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
通
常
の
衍
文
で
な
い
た
め
、
本
稿
で

は
第
八
丁
表
第
一
行
乃
至
同
丁
裏
第
十
一
行
を
「
重
写
」
と
称
し
た
。
な
お
、
第
七
丁
裏

第
十
二
行
と
第
八
丁
裏
第
十
一
行
は
、
重
写
直
後
の
「
か
ん
な
と
い
ふ
人
の
」
云
々
と
文

章
が
よ
く
接
合
せ
ず
、
こ
こ
に
脱
文
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
そ
の
理
由
は
明
ら
か
で

な
い
。

　

こ
の
重
複
し
て
い
る
第
七
丁
表
第
三
行
乃
至
同
丁
裏
第
十
二
行
と
第
八
丁
表
第
一
行
乃

至
同
丁
裏
第
十
一
行
を
対
照
す
る
と
、
同
文
で
あ
り
な
が
ら
僅
か
に
「
こ
の
中
に
」（
七
ウ
）

と
「
こ
の
う
ち
に
」（
八
オ
）、
そ
し
て
「
う
ち
か
み
と
（
字
母
「
登
」）」（
七
ウ
）
と
「
う
ち

か
み
と
（
字
母
「
止
」）」（
八
ウ
）
な
ど
の
表
記
の
異
な
り
が
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
の
書
写

者
は
底
本
を
概
ね
そ
の
ま
ま
書
写
し
つ
つ
も
、
表
記
は
必
ず
し
も
厳
密
で
な
か
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

一
、
緒
言
で
述
べ
た
如
く
、
本
書
の
陽
明
文
庫
本
は
九
割
以
上
が
平
仮
名
で
書
か
れ
た
和
文

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
原
態
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
複
数
回
の
伝
写
過
程
で
多

く
の
漢
字
が
仮
名
に
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、「
け決つ
と
し
て
」（
六
オ
）
と

い
う
箇
所
は
、
決
定
と
し
て
か
ら
定
字
が
脱
落
し
決
と
し
て
と
な
っ
た
後
、
決
字
を
仮
名

に
改
め
て
斯
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
当
初
か
ら
け
つ
ち
や
う
と
し
て
と
い
う
仮
名
表
記

で
あ
り
そ
こ
か
ら
ち
や
う
三
字
が
脱
落
し
た
、
と
は
考
え
難
い
。

（
1
）　

弁
阿
先
師
の
源
空
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
斎
木
一
馬
は
「
書
状
の
草
な
り
案
な
り
を
手
許
に
留

め
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
と
思
う
」、「
一
般
に
書

状
の
草
や
案
を
手
許
に
留
め
る
こ
と
は
、
少
し
も
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（「
清

涼
寺
所
蔵
の
源
空
自
筆
書
状
に
つ
い
て
」﹇
初
出
1
9
7
3
﹈、『
古
文
書
の
研
究
』﹇『
斎
木
一
馬
著

作
集
』
三
﹈、
吉
川
弘
文
館
、
1
9
8
9
、
一
七
頁
）。

　

な
お
、
同
じ
く
撰
号
を
「
作
者
弁
阿
」
と
し
、
書
状
書
き
止
め
文
言
の
「
穴
賢
穴
賢
」
が
散
見
さ

れ
る
『
念
仏
三
心
要
集
』
も
ま
た
、
弁
阿
没
後
に
そ
の
書
状
な
ど
を
遺
弟
が
複
合
さ
せ
た
も
の
で
な

か
ろ
う
か
。
夙
に
今
岡
達
音
も
「
本
書
は
編
集
に
な
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
（「
念
仏
三
心
要
集
」、

浄
土
宗
典
刊
行
会
編
『
浄
土
宗
全
書
解
題
』、
浄
土
宗
典
刊
行
会
、
1
9
3
4
、
四
九
三
頁
）。

付
記　
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
C
、
課
題
番
号
「
二
二
K
〇
〇
一
一
四
」）
に
よ
る

成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
刊
行
の
た
め
公
益
財
団
法
人
陽
明
文
庫
か
ら
「
資
料
翻
字
掲
載
許
可

書
」
を
取
得
し
て
い
る
。


